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その結果，できた 213 ラベルを，研究目的に沿って 5 カテゴリー，42 サブカ
テゴリーに分類した．プログラムが参加者に及ぼす効果に関して，学習効果・
意識変容・行動意欲の 3 種類の効果が全員について確認された．プログラムに
対する評価に関して，否定的なものがなく，意識変容の機会提供とともに参加
型学習形式や参加しやすい学習環境などの認識編を中心に参加者の大多数によ
る肯定的な評価が確かめられた．また，短い時間に対して多い内容のバランス
などの課題に関する少数の構築的な指摘を得ることができた． 
結論：本章では，プログラムが及ぼす効果について，学習効果・意識変容・
行動意欲という 3 種類の効果を全ての参加者について確かめることができた．
参加者の大半は特に認識編を肯定的に評価した．また，時間的制約と参加型学
習の他の講師による再現可能性について指摘があった． 
 
総合結論  
 
 本研究の上記の過程を通して，日本における文化的力量をもつソーシャルワ
ーク専門職の効果的な教育プログラムの構築に成功し，総合目的が達成された． 
 
限界と将来の展望 
 
教育プログラムの限界に関しては，教育実験による実証研究の量的分析では
持続効果の問題，質的分析では時間と内容のより良いバランスの確保と異なる
講師による再現困難性を指摘した．解決に向けて，フォローアップ，定期的な
実施，講師育成，更には文化別の内容を扱うための時間的延長を取り上げた． 
方法論的な限界として，教育効果に注目したことを指摘し，解決に向けて実
践現場や実習教育に関する検討，またより規模の大きい調査研究の必要性につ
いても述べた． 
最後に，国際的に主流化しつつあるように，狭義の多様性，即ち狭い意味で
の文化と民族を越えて，多様性全般，つまり障がい，性的指向，ジェンダー，
年齢などの要因への力量モデルの適用に本研究の課題及び可能性がある． 
